
留萌建設管理部

事業一覧および事業箇所図は留萌建設管理部の社会資本整備に関する
アカウンタビリティのページにて公表します。（６月公表予定）

その先の、道へ。北海道

《概要》

留萌建設管理部の概要

留留萌萌建建設設管管理理部部管管内内はは、、１１市市６６町町１１村村全全ててがが日日本本海海にに面面しし、、南南北北約約 ㎞㎞、、東東西西約約 ㎞㎞のの南南北北にに細細長長いい形形状状でであありり、、
主主要要部部はは天天塩塩山山地地のの西西斜斜面面、、南南部部はは増増毛毛山山地地のの北北麓麓、、北北部部ににはは天天塩塩平平野野がが位位置置しし、、海海岸岸近近くくままでで丘丘陵陵がが迫迫りり、、河河川川沿沿
いいにに平平坦坦地地がが多多くく分分布布すするる地地形形ととななっってておおりり、、市市街街地地もも河河川川沿沿いいにに形形成成さされれてていいまますす。。
ままたた、、夕夕日日のの美美ししいい海海岸岸線線はは「「日日本本海海オオロロロロンンラライインン」」ととししてて親親ししままれれてていいるるほほかか、、「「暑暑寒寒別別天天売売焼焼尻尻国国定定公公園園」」

やや北北海海道道遺遺産産にに選選定定さされれてていいるる「「留留萌萌ののニニシシンン街街道道」」、、「「増増毛毛のの歴歴史史的的建建造造物物群群」」ななどど豊豊かかなな自自然然やや多多くくのの観観光光資資源源
にに恵恵ままれれてていいまますす。。
留留萌萌建建設設管管理理部部でではは、、ここううししたた地地域域のの特特性性をを踏踏ままええ、、地地域域のの安安全全・・安安心心をを守守るる防防災災・・減減災災対対策策にによよりり、、留留萌萌地地域域のの

強強靭靭化化のの取取組組をを進進めめるるととととももにに、、社社会会経経済済活活動動のの維維持持とと活活性性化化をを支支ええるる各各種種社社会会資資本本のの整整備備をを行行っってていいまますす。。
治治水水関関係係事事業業でではは、、河河川川のの氾氾濫濫やや山山地地かかららのの土土石石流流等等にによよりり、、度度々々大大ききなな災災害害がが発発生生ししてていいるるここととやや、、近近年年のの気気候候

変変動動にによよるる自自然然災災害害のの激激甚甚化化・・頻頻発発化化をを鑑鑑みみ、、古古丹丹別別川川ににおおけけるる治治水水安安全全度度のの向向上上をを目目的的ととししたた河河川川改改修修やや暑暑寒寒別別川川
ににおおけけるる流流出出土土砂砂をを抑抑制制すするる砂砂防防設設備備、、ががけけ崩崩れれをを防防止止すするる急急傾傾斜斜地地崩崩壊壊対対策策施施設設ななどどのの整整備備をを実実施施ししまますす。。
道道路路関関係係事事業業でではは、、地地域域のの基基幹幹産産業業ででああるる農農業業・・水水産産業業のの発発展展やや多多くくのの資資源源をを活活かかししたた観観光光のの振振興興をを支支ええるるたためめ、、

名名寄寄遠遠別別線線ににおおけけるる不不通通区区間間のの解解消消をを目目的的ととししたた道道路路のの新新設設、、浜浜中中元元川川線線（（都都市市計計画画道道路路名名：：見見晴晴通通））ににおおけけるる道道路路
拡拡幅幅とと不不通通区区間間のの道道路路のの新新設設にによよりり道道路路ネネッットトワワーーククのの形形成成をを図図るるほほかか、、落落石石やや地地すすべべりりをを防防止止すするる施施設設ななどどのの整整備備
をを実実施施ししまますす。。
ままたた、、ここれれままでで整整備備ししててききたた多多くくのの橋橋梁梁やや河河川川管管理理施施設設ななどどのの公公共共施施設設ににつついいててもも、、長長寿寿命命化化計計画画にに基基づづきき、、施施設設

のの点点検検やや補補修修・・更更新新をを行行っってていいるるととこころろでであありり、、今今後後もも着着実実にに老老朽朽化化対対策策をを推推進進ししまますす。。
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